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論文審査の要旨

本研究は Nr f2活性化剤であるスルフォラファン (SFN) の肝細胞癌に対する抗腫療効果

を明らかにし、その作用機序の一端を明らかにするものである。In vitro 成績では、 SFN

投与によりヒト肝癌細胞株 (HepG2 、Huh-7) の細胞増殖が用量依存的に抑制され、 N rf2

標的遺伝子発現の増強および cyclin DI /CDK2 遺伝子発現の抑制が示された。これら肝癌

細胞株を用いた Xenograft モデルの m VIVO 成績では、 SFN 投与により腫虜増殖抑制(腫

虜サイズおよび Ki67 陽性細胞数の抑制)、 Nr f2標的遺伝子発現増強と cyclin D lI C DK2 

遺伝子発現抑制に加え、新生血管領域と考えられる CD34 陽性領域が少ないことも明ら

かにしている。これらの成績は、細胞周期の阻害による細胞増殖抑制および血管新生抑

制を介する SFN によ るヒ ト肝癌細胞に対する抗腫場作用を示すものであり、 SFN の肝細

胞癌症例への臨床応用の可能性が期待される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とと もに消化器病態・内分泌機能制御

医学の進歩に寄与するところが大きいと認める。

平成 31年 3 月 5 日

学位審査委員長

臨床検査医学

病院教授 山崎正晴

学位審査委員

生体防御・修復医学

教授 吉川正英

学位審査委員(指導教員)

消化器病態 ・内分泌機能制御医学

准教授 美登路昭


